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副委員長 石野 和実 

副委員長 山下 啓輔 
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【基本方針】 

1965 年から始まった上越青年会議所は先輩諸兄姉から明るく豊かな未来の実現という1 

志を受け継ぎ、活動を続けることで歴史や文化を継承しながら地域活性や人材育成に大き2 

な成果を挙げてきました。近年、会員数の減少が大きな問題となっている中、今後もより3 

一層運動発信を続けるためには未来を担う新たな風を取り込み、地域や企業のリーダーと4 

しての自覚を持ち、問題点に着目し率先して行動できる感性豊かな人財育成が必要です。 5 

当委員会では、｢他の神輿を担げなれば自の神輿は担げない｣を委員会のテーマに掲げ､6 

自分の事より他人の事や地域の事を考えるという利他の精神に重きを置きながら活動をし7 

ていきます。まずは、青年会議所の理念や地域での役割、三信条を学ぶために、定例会や8 

委員会に参加することで、JAYCEE としての土台を固めます。そして、奉仕の精神を養9 

うために環境美化の事業を実施することで郷土愛が育まれます。さらに、上越青年会議所10 

はもちろん地域や団体を超え同じ志を持つものと出会うため、各地青年会議所や他団体の11 

事業に参画し友情を育み青年会議所の良さを学び、自己成長できる団体だということを認12 

識します。また広く世代を超えた太い人脈をつくるために、三世代交流会や OB 交流会13 

を開催し主体的に参加することで、運動を起こすための企画運営を学ぶと同時に、今後地14 

域のために運動する同志との深い関わり合いを構築します。最後に、成長した姿を見せる15 

ために、新入会員が主体となって１年間の学びの成果を発表することで､修練を会得し、16 

次年度以降の各々の活動の礎となり、利他の精神で主体的に行動できる人財となります。 17 

未来を担う青年経済人が、青年会議所の三信条である奉仕と修練、そして友情を育み18 

JAYCEE としての基礎を築き、運動の本質や意義を理解し、利他の精神で運動できる人財19 

として成長し続けることで、明るい豊かな社会の実現への一助となることを確信します。20 
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【委員会職務分掌】 

１. 会員拡大運動の推進  

２. わんぱく相撲上越場所への参画 

２. クリーンナップ上越の実施と報告  

３. JCI上田交流事業の実施 

４. 3世代交流の開催 

５. 10月担当例会の実施と報告  

６. OB 交流会の開催  


